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自然と森の魅力や不思議を

多くの方々に伝えるための
インストラクタ ー 養成帯座です｡
自然に興味をお持ちの方であれば

無限に拡が葛自然と森の魅力や
不思議の

一

部をお伝えします｡

その先は森と
一

体となって
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烹え葦宣∴

主催 … 緑を守り育てる宮城県連絡会議雄 倫市認定 ･ 緑の活動団体き
強ほ ( 予定) : 仙台森林管理署



森と人々を繋ぐ森の 案内人養成講座
炒

2 016 年慶( 尊17 期) 牢固スタジュ 醍 プレ

轟を守り育て る宮城県連組合戌

｢ 轟の案内人養成講庭 は ､ 今年

習呈7 年 昌を迎えます｡
■
現在までに

3 5 8 名 以上の方が受講してい ます

三
さ

=l

華華

日程 カリキュ ラム 備考

4 月

1 7 日 胴 式可 オリ 辟 シ 測室 森 搬 矧 2h) 蔓アイス プレ → ング 仙台市市民請動 サポ ー

トセ ンター
日曜日 森林の 仕組みを知る

5 月

1 5 日 宮城の墳 生(盛挙卜豪林生♯- I
O

森 林榔 削巣山鱒n 撃即
秋保 ･ 三方倉山

日 エ コト
ー

ンから高山までの 宮城の 相生 一

厳しい 自然環境の植物を訪ねる

6 月

1 2 日 L集め生さもの達との出 会い- r ∵森林生物【野鳥】( 終日)

蔵王ことりはうす

日 自然の 中で遊び尽くす

7 月

10 日 ~漉♯生暮TI‡
"

高山凝物【高山線】¶降軋

蔵王 9大患天周辺

日 可憐な高山植物たちの 生き残り戦略

8 月

2 1 日 き 如 生きもの達とめ 出会い- Ⅲ
`

森林生 別 昆虫 ･ 動 削
一

膳 日)

常葉の姦 周辺

日 森林に暮らす昆虫の 世界を探る

9 月

1 1 日
ニ
ナ
､一 宮掛 か植生健苧卜 森林生態- Ⅲ 笥 浜 榊 【海岸 町 腺 郎

仙 台海岸

日 エ コ トー ンかち高山までの宮 城の 植生 一 厳しい自然環境の 堵物を訪ねる

1 0 月

1 6 日 森林生村 Ⅳ
†
華林植物【兵山縮】

"

(鱒日)

泉ヶ轟 氾濫原

日 水と共に生きる神秘の 森林

1 1 月

1 3 日
~ 癒由濾Ⅴ土

･

森林植物【里 山由
･･ 他扁

八 木山 ･ 治 山の 森

日 人 と関わりの 温い身近 な森 林

1 2 月

4 日
轟からの プレゼシドネイチャ ー

タラフPて脹 日)

秋保周辺
ツル採取 リー ス づくり

日 世 界でたっ た 一

つ のリ
ー スづくり

1 月

1 5 日
先 人の知 恵痘知る(座苧)

"

森林整備総論 & 豪妹 文化｢ 2b)
太 白区

･ 国有林

日 枝打ちの目的毯知る 人と森の 洗い関わりを知る

2 月

1 2 日 カ癖
軒

毎≦轢簿マル 軌 キン グ & 各 軸 ぬ
秋保大滝周辺

日 冬の 森の不 思議や おもしろさを探る

3 月･

1 2 日 フリ
ー ･

ト ヰ ング(1可 肘 (lb) 開講式(1 b)一打ち上け食･ 会
仙台市市民活動サポ ー

トヒンク
ー

日 1 年間を撮り返り､ 次のステ ー ジに

文爛 ぬ時間軌弥 終了時問15 朋(4 ,月開旗式､ 3 月 閉請或は給電)




